
保育者間の日常的な話し合いを通しての 
子育て支援のあり方

―2歳児クラス午睡時、話し合い場面の分析―
The way of Child−Rearing Support by Care− Takers in Narrative

―Analysis of the discussions during the afternoon nap in a 2 years old child class―

伊　藤　美　佳
ITOH Mika

	 The purpose of this study is to explore how care-takers gire the child-rearing support to guardians of the 

children.

	 The result suggested that, it is important for care-takers to have a common understanding about the situation 

of the child through the discussions where they exchange their opinions, each other.

	 It also suggested that under such an understanding, care takers should give advice or instruction to the 

gardians, throgh the discussions among care-takers.
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１．問題と目的

　保育・子育て環境の変化の中、平成20年に保育所保育指針が改定された際、平成11年の改訂ではあ

いまいに示されていた具体的な子育て支援の内容が示され、その中で、保育所に通う子どもの保護者

に対しての子育て支援の重要性が示された。

　保育所保育指針第６章「保護者に対する支援」１）の中で、保育者が、入所している子どもの保護者

に対して具体的にどのようにかかわるかという内容を、「保護者とともに、子どもの成長の喜びを共

有すること」という「保育所における保護者に対する支援の基本」を軸に、次のように示している。

「子どもの送迎時の対応、相談や助言、連絡や通信、会合や行事など様々な機会を活用して行うこと」

「保護者に対し、保育所における子どもの様子や日々の保育の意図などを説明し、保護者との相互理

解を図るよう努めること」「保護者に育児不安等が見られる場合には、保護者の希望に応じて個別の

支援を行うよう努めること。」という３点である。

　実際の保育所の現場における子育て支援の現状について調査したものに、ベネッセ次世代育成研究

所「幼児教育・保育についての基本調査報告書（幼稚園・保育所編）」２）（2009年８月）がある。その

報告書では、保育者たちの保護者との具体的なかかわり方の方法として、公立・私立共に「行事の手

伝い」「送迎時のやり取り」「園だより」「クラス便り」「園における掲示物」を挙げられている。また、

保護者からの要望や苦情が「保護者とのよいコミュニケーションにつながった」と答えている園は、

公立園65.1%、私立園66.5%と７割近くあることを示している。

　また、高嶋（2008）３）、土谷（2009）４）、鈴木（2009）５）らの論文・報告書では、子どもの姿の読み取

り、そしてそこから保護者へどうその姿を伝えて行くか、ということに関して、「保育現場の保育者

たちが、保育者同士の話し合いを通してその方向性を決めていること」や「子どもの園での様子や

日々の保育の意図を保護者に伝える手段として、日々の保育を通してだけではなく、連絡帳やクラス

懇談会・保護者の保育参加といった行事等の様々な機会を活用していること」を挙げており、ここか

ら保育者間の日常的な話し合いが、保育所に入所している子どもの保護者に対する子育て支援の第一

歩につながっているのではないかということが考えられる。

　次に、現在の親の子育て不安の実態として、ベネッセ次世代育成研究所「第１回妊娠出産子育て基

本調査報告書」６）（2007）は、「子どもの年齢が１、２歳になるにつれて、言葉やコミュニケーション

で親がストレスを感じる場面が増えることが推測される」「母親自身のための時間と空間を持ちにく

いことに対するストレスに関しても同様に、年齢が上がると比率が上がっている」「最もストレスを

感じる場面が多い２歳児の子どもを持つ母親の悩み」を挙げている。

　また、子どもの年齢が２歳の時に母親のうつ状態出現が最も高い（倉林しのぶら、2005）７）、２歳

児という年齢は癇癪や攻撃的行動など情動表現の激しさも特徴的であり、母親にとっても自身を調

整しながら子どもの不快情動と付合う必要に直面することが多く、母子関係が難しくなる時期（金

丸ら、2004）８）といった研究結果が報告されており、保育所に通ってくる子どもの保護者への支援に

とって、２歳児という年齢がキーポイントとなってくることが見えてきた。

　そこで、本研究では、保護者が子どもの成長をなかなか受け止めきれない自己主張が多くみられる

２歳児という時期に、保育者が保護者の悩みをどう捉え、子どもの成長をどのようにして保護者に伝
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えていくかについての、保育者間の話し合いに焦点を当て、それが子育て支援につながるためにはど

のような話し合いの要因が大切になるかに関して分析をすることを研究目的とし、下記の３つの視点

から分析検討を行った。

（１）　�２歳児の保護者は、自分の子どもの成長に関してどのようなことで行きづまったり悩んだりして
いるのか。

（２）　�保護者の子どもに対する成長理解を支援していくために、保育者同士が日常的にどのように子ど
もの成長理解を共有しているのか。

（３）　�保育者との子どもの成長に関する共有が難しい２歳児の保護者に対して、その成長理解をどう支
援していくか。

２．研究方法

　私立保育園２歳児クラスでの担任保育者同士の午睡時の話し合いにおけるフィールドノートを分析

検討、およびフィールドノートに基づいて2011年３月と2011年９月に担任保育者へのインタビュ―を

行った記録を基に、分析、検討を行った。

【分析の視点】

　分析を行う視点であるが、研究目的に挙げた３つの視点に加えて、保育における話し合いの研究

（例えば木全９）、森上10）、田代11）、吉村12）、金13）らの研究）、保育者と保護者の連携やかかわりに関する

研究（例えば、剣持14）、林15）、二宮16）、岡17）らの研究）からみえてきた、保育者の語りを分析する４

つの視点「（１）成長理解の難しい２歳児の行動についての保育者と保護者の理解の違い（２）自己

主張が強い子どもの行動に関する保育者間の成長の捉え方の違い（３）保育者それぞれが、他の保育

者の意見の違いをどのように受け止め、調和を図ったのか（４）日常的な保育者間の話し合いが子育

て支援の要因になっているか」の合計７つの視点を基に、話し合われた事柄を整理し、その事柄別に

分析・検討を行った。

【調査期間】

　調査Ⅰ　2011年１月～３月（計６回）

　調査Ⅱ　2011年７月～９月（計９回）

【調査対象】

　「調査Ⅰ」

　保育者Ｋ（主任保育士）

　年齢38歳　保育経験数18年　短期大学卒業　女性

　保育者Ｔ（副主任保育士）

　年齢26歳　保育経験数６年　短期大学卒業　男性

　保育者Ｙ

　年齢24歳　保育経験数２年　四年生大学卒業　女性

　保育者Ｓ

　年齢22歳　保育経験数２年　短期大学卒業　女性
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　「調査Ⅱ」

　保育者Ｍ（主任保育士）

　年齢30代　保育経験数16年　短期大学卒業　女性

　保育者Ｓ（副主任保育士）

　年齢22歳　保育経験数３年　短期大学卒業　女性

　保育者Ｈ

　年齢33歳　保育経験数10年　四年制大学卒　女性

　保育者TR

　年齢23歳　保育経験１年目　四年制大学卒　女性

　保育者Ｒ

　年齢23歳　保育経験１年目　四年制大学卒　女性

３．結果と考察

【話し合いの内容についての整理】
　調査Ⅰ、調査Ⅱ共に、２歳児クラスの日常的な話し合いの内容をICレコーダーに録音し、逐語禄

の形に書き起こしたものを基本資料とし、それを研究目的の３つの視点、保育者の語りを分析する４

つの視点の合計７つの分析の視点を基にして、次のような手続きによって整理した。

　１）「２歳児の保護者が自分の子どもの成長に関して行き詰ったり、悩んだりしている内容」「子ど

もの行動・成長」に関する事柄を「問題にした内容」「中心となった事柄」としてまず抜き出した。

　２）「問題にした内容・中心となった事柄」に関して、保育者がどのようにその子どもの行動の意

味を捉えているのか、保護者の我が子への成長理解に関してどう受け止めているのかが分かる発

言を「保育者の受け取り」として抜き出した。

　３）保護者に対してどのように子どもの成長を伝え、その理解を促していこうとしているか（促し

ているか）に関する発言を「保育者の保護者への伝え」として、保護者がどのように我が子の行

動の意味・成長の理解を受け止めているかに関する発言を「保護者の受け取り」として抜き出し

た。

　４）保育者間の子どもの成長の捉え方の違いや保護者に対する支援の意見の違いに関する発言を

「保育者間の違い」として抜き出した。

【話し合いの中で取り上げられる内容の特徴】
　このような手続きを経て整理を行い検討した所、話し合いの中で取り上げられる内容の特徴とし

て、調査Ⅰでは、排泄面に関することが多く挙げられ（10名中８名）、オムツからパンツへの移行以

外にも、お箸を自分で使ってみる（10名中２名）、おしゃぶり（10名中１名）や授乳（10名中１名）

といった生活面での内容が取り上げられ、それに伴い子どもが自分でパンツになってみたい（女児

M・女児T）、お箸を使ってみたい（男児G・男児G2）という主張をしたり、禁止や制約に対する拒

否や反応というやり方で自己主張をする姿を見せる女児K（園ではズボンで過ごすことになっている

にもかかわらず、スカートをはいて登園してくる）や男児G（友達や保育者に対して「ダメ」「あげ
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ない」と言ったり、意地悪をしたりする行動がでてきている）、自他の評価を気にする自尊感情が芽

生えた形での自己主張をする男児T（自分がおもらしをしてしまった部分を隠して、濡れているのは

おしっこだけれど、したのは自分ではないと答える）と、排泄面や様々な生活面の部分で子どもたち

の自己主張が出てきていることがみえてきた。

　調査Ⅱでは、子どもの排泄面や生活面に関する話題が調査Ⅰ同様に上がっているものの、その話題

の展開の仕方は、調査Ⅰでは子どもの姿を中心に話し合う傾向であるのに対して、保護者の姿を話題

の中心におくことが度々あることが見えてきた。

（１�）２歳児の保護者は自分の子どもの成長に関してどのようなことで行きづまったり悩んだりして
いるのか

　話し合いの記録において、保護者の悩みが見られた箇所にアンダーラインを引き、保育者たちがそ

の姿をどのように受け止めているかがわかる部分に二重のアンダーラインを引き、それぞれが他の保

育者の意見を聞く中でその考えをどう調整し、保護者にどう伝えていこうとしているかに関して考察

を行った。

　１）調査Ⅰの結果
　　調査Ⅰは、丁度、１～３月という時期にあたり、乳児クラスから幼児クラスに進級する前である

こともあり、保護者が特に、乳児クラスの子どもたちがすると考えている子どもの姿＝オムツをし

ている・おしゃぶり・授乳といった子どもの生活面おけることに関して気にしていること、その部

分がまだできていない子どもの保護者にとっては特に気になる部分となり、子育ての悩みへとつな

がっていく傾向がみられた。

　①排泄に関する保護者の悩みに対しての保育者間の話し合い

【事例　排泄面　男児Yについて　１月の話し合い】
　「保護者が保育者にパンツで寝ている子っているか？と質問」をしてきたことに対し、Yが、「もちろんパ
ンツでいる子もいますし、日中パンツで過ごしているけれども、オムツで寝ている子もいる」と伝えたこ
と、「焦るつもりはないとは言っているがお母さんは気にしている」と捉えていることを保育者たちに話す。

　保護者が焦るつもりはないと言ってはいるものの、おむつが外れないことを気にしていることをY

保育者が気づき、そこに寄り添おうとしていることが見える。

【事例　排泄面　女児Rについて　２月の話し合い】
　双子の姉妹であるTちゃんはパンツで大丈夫だけれどもRちゃんはまだ難しいということが、保育者
間で話題に上がっている。
　そのことに対し、保育者Kが「Tちゃんはいけるんだけれども、Rちゃんが寝起きでているからちょっ
と…。お母さんとしてはちょっと…」と話す。

　おむつからパンツへの切り替えに関して、男児Yのことについて話し合った時同様に、保育者Kも

母親の気持ちを考慮しながら保育をしていこうとしていることがわかる。

【事例　排泄面　女児Kについて　３月の話し合い】
　連絡帳に母親が「保育者とのやり取りを受けて本人に夜聞いたところ、パンツで寝たいと本人が言い、
ノートに来週あたりからパンツにしたいと書いてくる。連絡ノートには、『でも、でも』と書いている
状態」

205



ライフデザイン学研究　第11号　（2015）

　その母親の姿に、主任保育者Kは、「よほどお母さんが悩んでいる。ここではいて失敗しても大丈夫
だという思いで進級して欲しい。守ってあげられる時には、そんなのドンマイ、そんなアハハハハッっ
て言えるくらいの保育者のメンバーとこの年齢だから大丈夫ということで自信をつけていってほしい。
給食時泣いていたのは給食のメニューの問題ではないだろう。ノートに書いていてやっと来たかと思っ
たら、お母さんはまだ悩んでいる。お家で決めてはいるけれども、こっちにもちょっと聞いてくれてい
る感じもある。母親がパンツのことを言い聞かせているのだろうか。父親はどうなのだろう…。」
　それに対し、Yは「Kちゃん自身がパンツで寝たいと言ってくれたから、お母さんもその気になって
くれた。思い切ってくれた。でも、９月からと考えると全然思い切ってではない。」と言う。また、「K
ちゃん自身も不安なのだろう。お母さんに言われたかどうかは分からないが、３回を守っている。」と
子どもの行為の意味を読み取って伝える。主任保育者Kからの「父親は？」の問いに関しては、「父親
はそのあたりの話には入っていない。子どもに気持ちがない。」と答える。
　中堅保育者であるTは「給食時泣いていたのは、給食のメニューの問題ではない。オムツからパンツ
の件、どういう聞き方をしているのだろうか。つかめない母親」と、子どもの姿と母親の姿を話す。
　保育者Sに至っては、「お母さんが思いきってくれた。でもつかめない。」「母親と最近遊んでいない。
前の連絡帳の方が、スキンシップがあったり、言葉のやり取りがあったり、そういうのが多かった気が
する。」父親の話に対しては、「父親はそのあたりの話にはそこまで入っていない。あんまり子どもに気
持ちがない気がする。」と話す。

　この事例からは、Kの母親が本人がパンツにしたいと言ったからパンツにしようと決心したもの

の、「でも、でも」と葛藤しているような連絡帳を書いてきていることから、母親がまだ悩んでいる

とK保育者が捉えていることがわかる。また、母親がまだ悩んでいることが子どもにも影響している

こと、それでも園側にも聞いてくれる等、家庭だけではなく園のつながりも大切であると考え、さら

には、父親はどうなのだろうと、子育て＝母親ではなく、もう一人の子育ての当事者である父親にま

で思いを至らせている。

　それに対し、Yは、オムツからパンツへ移行することを母親が決心するまでの期間の長さを気にし

ながらも、母親に対しては肯定的に受け止めていることがわかる。また、主任保育者K同様、Kの不

安定さが母親の不安を受けてのものとも考えて、子どもの不安定な行為の意味を読み取っている。

　逆に中堅保育者であるTは、子どもに影響を与えてしまっている母親をつかめない母親と捉え、主

任保育者KやYのようにはなかなか母親のことを肯定的に受け止められずにいる。

　保育者Sに至っては、これら３人のやり取りを受けて、女児Kの母親に対する自分自身の気持ちが

揺れる様子が見られる。

　また、父親に対しては４人とも子育てにそれほど協力的ではないと捉えていることがわかる。

　②おしゃぶりに対する保護者の悩みについての保育者間の話し合い

【事例　おしゃぶり　男児G2について　１月の話し合い】
　「おしゃぶりをお家でやめたと、昨日、保護者が連絡帳に書いてきた」ことに対して、中堅保育者T
は、「保護者が気になっている。今日も連絡帳に書いてあった。」「園でもおしゃぶりを外すよう言って
ほしいと連絡帳に書いてくる。」と話す。それに対しYも、「今日は夜にしたって書いてあり、やめるこ
とができていない）」と話す。Sは「昨日はしなくなったと書いていたのに…。」「クラス皆に言ったら、
もうしないと言っていましたと伝える。」と話す。
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　主任保育者Kは、保育者たちの話を受けて、「火曜日（二日前に）にもおしゃぶりのことを連絡帳に
書いてくる。まだ、保護者がちょっと悩んでいるところなのね。」と話し、二日前、母親がお迎えに来
た時に、「本人におしゃぶりのことを話してみる。母親に対しても、『クラス皆に言っておきました』と
伝える。」といった対応をしたこと、その際母親は「『先生もっと言って。もっと言って。』という反応
をしたこと」G2のおしゃぶりに関しても、「G2ちゃんはあ、変な顔になる効果がかなり効いていて、日
中おしゃぶりをがまんでき、寝る時も自分からしないと言えるようになったのですが、夜中はやはり、
おしゃぶりと言って泣いてしまいますと連絡帳に母親記入してきたことを話す。

　この事例では、中堅保育者Tは、保護者が、わが子がおしゃぶりを外すことができないことを気に

していると捉えている。それに対しYとSも、保護者が昨日、連絡帳に書いてきていたことと今日書

いてきたことの違いに戸惑っている様子が見受けられる。

　主任保育者Kは、保育者たちの話を受けて、母親に対して数日前にした対応を皆に伝えたうえで中

堅保育者であるT同様に、母親が、わが子がおしゃぶりを外すことができないことに対して相当悩ん

でいると捉えているということが分かる。

　③授乳がまだ続いていることに対する保護者の悩みについての保育者間の話し合い

【事例　授乳　女児Tについて　１月の話し合い】
　Tちゃんの授乳が家で続いていることを保護者が保育者に話す。そのことに対して、主任保育者Kは

「環境の変化もあるから一概には言えない。恐らく安心材料なのだろう」と言い、「日中は間違いなくな
いから、様子を夕方お母さんに聞いてみて、その状況で、Tちゃんへの援助を考えてみる」と、保育者
たちに提案する。
　ほかの保育者たちはT「そうそうと言いながらうなづく」Y「Kの『安心材料だろう』という言葉に『そ
うですねえ。そうそう、そうだと思う』と話す」S「そうそうと言いながらうなづく」、といった形が見
られる。

　本事例では、女児Tの授乳が、環境の変化による本人の安心材料のためのものであると捉えたうえ

で、主任保育者Kは子どもへの園の対応を保護者に聞いてみたうえで決めようと提案している。

　女児Tの行為の意味付け、子どもや家族に対する主任保育者Kの援助の方法の提案に関して、ほか

の保育者たちは全員「頷きながら聞く」といった形で、主任保育者Kと同じ方向で捉えていることが

分かる。

２）調査Ⅱの結果
　調査Ⅰ同様「オムツからパンツへの移行」や「排泄以外の生活面」に関する話題が、保育者間の話

し合いの中に出てくるものの、調査Ⅰのように「保護者が何に悩んでいるのか」が保育者間の話し合

いのなかではあまり読み取れない。

　唯一、母親の悩みが見えてくるのが、その母親に対する対応や支援に対して語られることが多い女

児Aの母親のみである（女児Aに関連した話題が出た回数＝９回中４回、そのうち母親に対する対応

や支援について語られたものが３回）ことが、見えてきている。

　女児Aの母親は、自分の子どもが園でどのように人との関係を築いているのかを気にしていること

がみえ、その子の性格について悩んでいることが示された。
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◎子どもの自己主張に対する母親の思いについての保育者間の話し合い

【事例　自己主張　女児Aについて　８月の話し合い】
　保育者Hから、女児Aの母親が「40過ぎてもママママって言うような子にはなってほしくなくて、あ
えて強くつきはなしている。」「厳しくやっておけば、将来面接の時にもちゃんと言える子になれる。そ
ういう自己主張も多分できる人になれる。」という話を聞き、「大丈夫ですよ。Aちゃんできていますよ。
おもいっきりできていますよ。園でAちゃんはすごく頑張っている。色々なことに挑戦している。気持
ちのよりどころが必要。それはご家庭でのお母さんだと思うのです。」と話したことを伝えられて、主
任保育者Mと新任保育者TRは「母親の自己主張ができる子どもになってほしい」という発言に笑い出し、
副主任保育者Sは「思いっきり自己主張ができている。」と語る。

　本事例では、母親が思っているわが子の姿と、園で保育者たちが見ている子どもの姿がまったく違

うこと、母親にこの時点ではまだ、園での子どもの姿が十分に伝わっていないことが分かる。

【事例　自己主張　女児Aについて　９月　保育者間の話し合い】
　友達にかみついてしまった理由を、好きな男の子と遊んでいたらそこに入ってきたので噛んでしまっ
たと、母親が家でAちゃんから聞いたことを連絡ノートに書いてきたことが主任保育者Mから語られ
る。それを受けて副主任保育者Sは、「珍しい…。Aちゃんちが…」と驚いた様子を見せ、保育者Hは嬉
しそうに「そうそう、最近、また書いてきているよね」と話す。
　AちゃんにKOちゃんもRYくんもついていくというSの話を受け、主任保育者Mは「そういうことを
書いてあげるといいかもね（連絡帳に）」と話し、保育者Sが「そうですよね。ちょっと直接ママにも言っ
たりはしてるんですけれど…。」と会話を続けていたところ、保育者Hから、「女児Aの母親から、「『活
動的ですか？』『自分から物言えていますか？』と聞かれ、『物言えていますよ。大丈夫です』」と伝え
たことが語られる。それを聞いて保育者たちは、主任保育者M、新任保育者TRとTの３人が、保育者H
の「大丈夫です」の発言の後、笑いだし、保育者Sも「活動的です。活動的です。とっても」と話し笑う。

　本事例では、母親が「わが子が活動的か」「わが子が自分から物を言えているか」ということに対

して、保育者たちが園で捉えている姿がまだ十分に母親に伝わっていないことが分かる。保育者たち

が連絡ノートに友達と遊んでいる様子を伝えてみよう、母親に直接、子どもの様子を伝えるといった

努力をしてみていることも会話からは伺え、保護者に対して、園での子どもの様子を伝え、その成長

理解を共有しようと努力していることわかる。

（２�）保護者の子どもに対する成長理解を支援していくために、保育者同士がどのように日常的な子
どもの成長理解を共有しているのか

１）調査Ⅰの結果
　①保育者間で意見の相違がみられた時の話し合い場面の事例
　　＊保育者の意見の食い違いが見られる部分にアンダーラインを引いている。

［園ではズボンで過ごすことになっているが、スカートで女児Kが登園してくることに関して（３月）］
［主任保育者K］
　今日は園が嫌なのかもしれない。あそこで（早朝保育の部屋）スカートからズボンにはきかえるのも
どうかと思うけれども、スカートできても、はき替える約束をしているというから仕方がない。」と、
女児Kがおしっこを失敗してしまったことと登園時の様子を結びつけて考えている。

［中堅保育者T］
　「スカートからズボンにはきかえる約束をしているというから仕方がない」という部分で大きなため
息をつき、受け入れられない様子
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［オムツからパンツへの移行に関して母親とのやりとりがうまくかみ合わないことに関して（３月）］
［主任保育者K］
　「緊張させるつもりではなく、パンツではおしっこはしてはいけないという子どもたちの理解。お母
さん自身がずっと悩んでいる（９月から半年間ずっと）」

［中堅保育者T］
　母親の『緊張させるのはちょっと』という発言に『あ～』っとあきれた声が出てしまう。緊張させる
つもりではないというKの発言にうなづく。」

［保育者Y］
おしっこが出る問題ではなく、お母さん自身の問題。Kのお母さん自身がずっと悩んでいるという内容
の発言にそんな感じがすると言う。

［保育者S］
　母親の発言を聞き、あきれたように『おかあさん…。』とつぶやく。
　母親の『緊張させるのはちょっと』という発言に『あ～』っとあきれた声が出てしまう。
　主任保育者Kが「お母さん自身がずっと悩んでいる」と発言した時には、大きく頷く

［主任保育者K］
　よほどお母さんが悩んでいる。ここではいて失敗しても大丈夫だという思いで進級して欲しい。守っ
てあげられる時には、そんなのドンマイ、そんなアハハハハッって言えるくらいの保育者のメンバーと
この年齢だから大丈夫ということで自信をつけていってほしい。
　給食時泣いていたのは給食のメニューの問題ではないだろう。ノートに書いていてやっと来たかと
思ったら、お母さんはまだ悩んでいる。お家で決めてはいるけれども、こっちにもちょっと聞いてくれ
ている感じもある。母親がパンツのことを言い聞かせているのだろうか。父親はどうなのだろう…

［中堅保育者T］
　給食時泣いていたのは、給食のメニューの問題ではない。オムツからパンツの件、どういう聞き方を
しているのだろうか。つかめない母親

［保育者Y］
　Kちゃん自身がパンツで寝たいと言ってくれたから、お母さんもその気になってくれた。思い切って
くれた。でも、９月からと考えると全然思い切ってではない。

［保育者S］
　「お母さんが思いきってくれた。でもつかめない。」
　「母親と最近遊んでいない。前の連絡帳の方が、スキンシップがあったり、言葉のやり取りがあった
り、そういうのが多かった気がする。」
　「父親はそのあたりの話にはそこまで入っていない。あんまり子どもに気持ちがない気がする。」

　これらの話し合いからは、主任保育者Kと中堅保育者Tとの間に、考え方の相違があることが見て

取れる。保育者Kが決まりよりも子どもの思い、保護者の思いに寄り添おうとしているのに対して、

決まりは決まりで捉えるべきだという風に考えていることがわかるため息のつき方をTはする。

　主任保育者が母親の言動から、わが子のおむつを外すことに踏み切れないことに対しての辛い思い

を汲み取っているのに対し、他の三人は、母親の言動に驚き、あきれてしまっていることが言葉や態

度からわかる。けれども、母親自身が悩んでいるという部分では４人とも共通認識はあることが伺え

る事例である。

　では、こういった場合、どのように保育者たちは、お互いに気持ちを調整し、保護者にその子ども

の成長理解を伝えていっているのだろうか。

　そのことは、４人に対するインタビューの内容から見えてくる。
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　保護者や他の保育者との間で葛藤が生じている部分にそれぞれアンダーラインを引いた。

　②保育者間で意見の食い違いが見られた時、どのように気持ちを調整しているのか
　　（インタビュー記録より）

【事例　保育者間で保護者の子どもに対する理解を支援するために、保育者たちはどのように子どもの
成長理解を共有したのかに関する正規担任保育者へのインタビューより】
＊保護者や他の保育者との間で葛藤が生じている部分にそれぞれアンダーラインを引いた。

［主任保育者K］
　みんなあの、一人ひとり独立できるメンバーでも、それでも複数担任という形でやっていて、その
お、一人の保護者の方にこれを伝えたい。でも、うまく伝わらない。失礼だけれど、何できいてくれな
いんだろう。この子のためにこんなことを言っているのにって思っても、うんと、割と、う～ん、あの
お母さんだからね、みたいな…。まあ、私もちょっとねえ、言ってしまうことも、うちうちではあった
りするんですけれど、じゃあ、そのお母さんじゃあだめだとか、なんかこう、割と、う～ん、いう意見
があったりすることもあるんです。（で、こう、確かに何度これだけ先生がアタックしても聞いてくれ
ないのなら、難しいんじゃないか…。う～ん、でも、それで、終わりにはできないよねえ。やっぱり
この子のそのことを伝えたいから。それでだめなら、こういく。こんなにやってもだめなんだけれど、
じゃあ、何で伝わらないのかあ…。やっぱり、こう、どこかで何かこう、分かっているのにできないこ
とって、自分も含めてあるし、保護者は分かっているんじゃないかなとうん、やっぱりどこかで自分た
ちが、上から、こうしてください、何々してくださいって、なんか…。
　まずそのお、そちらの気持ちを聞いて、どう思っているのかを聞いてみないと、こちらの思いも伝え
られないから…。うん、こちらから伝えたいんだから、こちらから攻めようというのもわかるんだけれ
ど、でも、やっぱり、う～ん、保護者だってわかっていること、だけどそれができないのはなぜなのか
は、そちら側に行ってみないと分からないこともあるから、まずちょっと話を聞いてみる、みたいな
と私は思っているっとかってみんなにこう話すと、あああって、こう、なんとなく５人で話す時に、分
かっている、分かるような分からないような人もいるし、何で先生はそんな面倒くさいことをするんだ
ろうって、いったような眼をしている感じの時も正直…。今はだいぶん、私の癖がみんなに移ったのか
…。今は…。
　別に、文句言うつもりもないし、もちろんそのお、一緒に育てていきたい、一緒に子育てをしていき
ましょうという思いはみんな同じなんだからということで、うんと言っていたころになんかみんなが、
ああ～、そうですねえみたいな、うん。じゃあ、そういう、う～ん、そう思うんだけれども、じゃあ、
そうするにはどうしたらいいんだろうと、こっちの職員間の話しに…。
　後はたぶん、みんなに言うには、職員の先生に言うには、私ほら、年取っているからこっち側なんだ
よ！保護者寄りなんだよ！だから、なんて言うんだろう…。ちょっとお母さんたちの気持ちも、う～
ん、分かるような気もするんだって。調子がいいけど、こっちの気持ちもわかるんだよ…。でも、こっ
ちの気持ちも分かる。わかるのとわかるんだったら、ここはきっとイコールに、う～ん、全てが23人の
お母さんに、いますぐ私たちの気持ちを聞いてイコールにはならないけどお、やっぱりそこをつなぎと
めて行きたいんですっていう気持ちを、う～ん、あのお、いっつもこっちが発信していれば、う～ん、
なんかこう、つながる日がというか、う～ん、思いは伝わる、伝えたいなあと、伝わってほしいなあっ
て、

［中堅保育者T］
　ただ、あのお、う～～～～～ん、合わせている部分も…。（苦笑い）男性なので…。あのお、ありま
すね。ちょっとは…。でも、あのお、分かる部分でもあるし、全部は正直、おんなじ保育者なんで、全
部納得いかないわけではなくて、分かるんだけれども、まあ、時期早、早々…。僕はまだ早いと思う、
うん、もっと早く言った方がよかったんじゃないか…っていうそっち…ですね。メインは。ん。あと
は、そういう言い方じゃなくて、こう言った方がいいんじゃないか。と。でも、ま、それはやっぱりう
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ちは、主任が立っているので、ま、それはそちらの方でと僕は思うようにしているので…。ただ、言わ
ない。どうしてもこれは大事だなって思うことは言うようにはしています。

［保育者Y］
　そうですね。ほとんど４人で話をして、納得できずにいや、私はこうしたいって言うことはなかった
んだけれど、話し合いで、もう、結構、K先生もT先生も、私たちの意見を聞いてくれるし、あのお、
まあ、信頼して下さっていると思っているので、結構意見も言いやすいので、私はこう思いましたって
ことも、こう思いますってことも言いやすいし、ま、でも、やっぱりK先生もT先生も経験があるし、
ちょっと意見が違っても、K先生やT先生の意見でいけば間違いないかなあって。納得して、同じ方向
で進めて行こうって。
　K先生は、まあ、ああいう方なので（笑い）私たちの話も聞いてくれるし、やっぱ経験年数とか、ま、
その、子どもとのかかわり、親とのかかわりを見ていて、間違いないと思う…（笑う）私たちは見てい
て。もちろん、私たちの思いも聴いて下さるし、ううん、私たちは、K先生についていこうと思う…

（笑う）思いなので…。
［保育者S］
　う～ん。Kちゃんのお母さんとか、結構表情がクール、なんか、みたいな感じがするので、なんか、
お母さん疲れてるんですかねとか、K先生に話ししてみたりとか…。う～ん、そしたらなんか、疲れも
あるけれど、なんか、Kちゃんがその、パンツの件とかで気にしていることもあるのかねえとか、お母
さんのただの疲れとかじゃなくて、やっぱKちゃんのこと気にしているのかなあとか。
　自分の思いと先生たちの思いが全然違うって感じたことはあまり、ないですね…。えっと…。私こう
思ってこう感じましたって言うと、割と同じように感じてくれる先生が、う～ん、でも…。ま、私はこ
う思う、こういう面もあるんじゃない？って言われてみれば、それを聞いてから、またその子を見直す
と、ああ、こういうこともあるからこういう表情すんのかなとか…。う～ん。なんか、この意見違う
とか、この意見私と違うってことはないですね…。また、私も先生たちの意見聞いて、自分と違う視点
だったら、ちょっとその、そっちに寄り添ってみようって。方向転換を、ちょっと…してみてみようと

　これらの事例から、保育者間の意見が食い違う話し合いの中では、そのクラスの中心の位置にある

主任保育者から発せられる一言によって、他の保育者たちが自分の考えをもう一度自分の中で反芻

し、その上で、他の保育者の意見に任せてみようと考えたり、自分の考えを別の角度から捉えなおす

形での省察を行うことで、同じ方向性を向き、共通認識として、子どもの成長を保護者に伝えること

ができていることが見えてくる。

　また、インタビューから、主任保育者であるKが、他の保育者が保護者に対して批判的な意見を

言った時も、それを違うと一方的に捉えるのではなく、「その気持ちもわかる。でも、保護者の気持

ちもわかる」という形で、その批判的になってしまう思いを受け止めながら、どうやったら保育者が

捉えている子どもの姿が保護者に伝わるかを考えていこうと根気強く伝えていっていること、話し合

いの中で主任保育者Kとの意見の違いがみられる中堅保育者Tも、全部納得はいかないということは

ないからこそ、主任保育者の意見に任せてみようと思えていること、２年目の保育者の二人YとSに

至っては、上の立場にある保育者KとTが自分たちを信頼してくれている、自分たちの意見を聞いて

くれる、他の保育者の意見から自分の視点を見直すことができると語っているように、担任保育者そ

れぞれが同じ担任である他の保育者達のことを信頼しているからこそ、意見の違いがあったとしても

納得して同じ方向を向くことができていることが見えてきた。
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２）調査Ⅱの結果
　①保育者間で意見の相違がみられた時の話し合い場面の事例
　　＊保育者の意見の食い違いが見られる部分にアンダーラインを引いている。

［男児H本人がパンツになることを希望しているため、保護者が「パンツでお願いします」と言ってき
たことに関して（７月）］

［主任保育者M］
　「やる気があると言っていいのかどうか分からないので、気持ち的に落ち着いたらということにした
いという自分の意見を述べる。
　保育者Hからの午前中だけでもパンツにしてはという提案には、「そうですねえ」と言うのみ。

［保育者H］
　「本人はパンツになることにやる気がみられないが、母親はやる気がみられる。『午前中だけでもって
いう感じで言った方がいいですか？全くもって　ストップしてしまうと…』」「それはそれでお母さんも
せっかくやる気になっているし…（もう一度午前中だけでもパンツにしてはという自分の提案を伝えて
みる）」「やってみてもらって、で、園でも午前中だけとか、そういう形からスタートするのは如何です
か？って言う感じで伝えていいですか？」と提案するが、Mは考えながらも「そうですねえ」というの
みで、その様子を見た保育者Hは、「はい。ごめんなさい。」と自分の意見を引っ込める。
［女児Aの母親が子どもに対して、自己主張ができる子になってほしいという思いから厳しく接するこ
とに関して（８月）］　

［主任保育者M］
　「でも、案外お母さんは裏表がないと思う。ここでも厳しいけれど、家でもおんなじような方なので
はないか。お父さんには慣れないじゃない。Aちゃんって。でも、お父さんは人当たりがいいじゃな
い。」という形で、母親にだけ意識が向いて話をしているHとSに対して父親の話を振ってみる。

［保育者S］
　「（Hの話しに共感しながら）ですねえ、三歳までが。ねえ…。重要だから。」と母親の子どもへの接
し方を批判的に捉えて、「３歳までが大切。子どもにとってのよりどころは母親であると」いう自分た
ちの意見を語る。

［保育者H］
　「そっちが先？人間性をまず育てようよ。」
　「時には厳しくするのも大事。でも、やっぱりこう、最終的なね、心のよりどころはお母さんだと思
う。お母さんが他のお母さんともオープンになり、そういうきっかけを増やしていけば、お母さんも他
のお母さんと接して、そこで実はさあ、家の子がさあなんていう話しになるかもしれない。そこを目的
にしたい。」

　これらの事例からは、保育者がそれぞれの主張を話すのみでうまく話がかみ合っていないように見

える。母親に対する見方に関しても、主任保育者と他の二人の保育者は異なり、かみ合うことがない

ままに終わっている。

　では、この食い違いをどのようにそれぞれが調整して、共通認識として保護者に対する対応を行っ

ているのだろうか。そのことをインタビューから検討していく。
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　②保育者間で意見の食い違いが見られた時、どのように気持ちを調整しているのか
　　（インタビュー記録より）

＊保護者や他の保育者との間で葛藤が生じている部分にそれぞれアンダーラインを引いた。
［主任保育者M］
　保育者間の話し合いに関しては話すが、保育者間の食い違いや意見の共有の部分に関しては全く話さない。

［副主任保育者S］
　あのお、今やっと…。子どもたちとの生活、こういう流れで、こういう時にこういう援助をしてい
く。こういう時にはこういうのが必要だよねっていう、やっと子どもとのかかわりが、先生たちが、こ
う慣れてきているところで、まだちょっと、保護者っていうところには、あのお、目がいっていない
先生も中にはいると思うんです。でも、割とやっぱり、M先生だったりH先生は経験上、保護者のこと
が、こう、気になって、ああいう場面ではないんですけれどお、たとえば、ちょっと保育終わった後
に、話すことは多いんです。ちょこちょこ。あの、帰りの時こうだったよね。こうしていこうかとか
…は、あるんですけれど、ああいう全体の時には、中々、話を出すっていう感じがみられないので…。
やっぱりここは、５人で、やっぱやって（全員そろっているところで）、全員ね、全員そろっているし、
全員でこのクラスは成り立っているから、私とM先生はこの話知っているけれど、みんなが知らないっ
ていうのはいやだなと思って、M先生は知っているけれど、こう、わざとこう…。わざとこう話を。結
構M先生は、自分がちょっと納得するとお、あ、そうしようか。じゃあ、そうしていこうという感じ
で、あんまり他の先生につなげるっていうところはあまり見られないので、私がつなげていこう！みた
いな（笑いながら）感じで、ちょっとトオン高く。こう、あのことなんですけれど…。みたいな

［保育者H］
　私はそういうのは、それはこうじゃないかなということは、自分で昔っから結構、あのお、私の意見
ですと言いながら言っちゃうタイプなので、多分、他の二人は言えない立場なのかなって、ちょっと言
いづらいのかなって思うので、こちらからこれはどう思うって聞いたりするんですけれど。私自身はこ
う、これはこうじゃないですか？私の意見ですって言ってから、こういうのはどうですか？っていう提
案をさせてもらっています。最終的には納得して私はなるべく、全員の考えが一つになって、それから
あの保護者への対応をしたいと思います。

［新任保育者TR］
　（話し合いの場で）言いたいことは言えてます。はい。意見としては

［新任保育者R］
　ああ、でも、先生たちがあの、R先生はどう思いますか？というふうに聞いて下さるので、その時に
話すんですけれど、なんか、あのお、今あ、私が未熟なので、あのお、先生たちの話…で気づくことの
ほうがまだ多いんです…。
　でも、最近は少しずつ、先生たちも話して下さいというふうにも言って下さるので、あの、意見を言
うようにしています。そうですね。最近は特にそんなこともないような気がしますね…。はあい。

　調査Ⅱのクラスにおいては、クラスの子どもの成長に関して捉え方が同じ時には良いものの、子ど

もの成長の捉え方に関して違う意見が出たり、保護者のことで異なる意見が出た際に、そこをどう共

有していくかの部分が、その時の話の流れの中心に立っている人に大きく左右される形になっている。

　また、インタビューから、昨年に引き続き２歳児クラスの担任となった保育者S以外は、意見の違

いという部分に関して、さほど気に留めていないことが伝わってきた。

　話し合いの時間は午睡時に持たれているものの、そこまで深く話すことができない日があること、

観察者が入った９回のうち１回は、全く保護者のことが話されない日も存在することから、今はま

だ、調査Ⅱのクラスにおいては、子どもの成長理解の共有に関して、調査Ⅰのクラスに比べ、時期的
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なこともあるのかと思うが、少し難しい状況にあることが話し合いの内容を検討し、インタビューと

照らし合わせることで見えてきた。

（３�）保育者との子どもの成長に関する共有が難しい２歳児の保護者に対してその成長理解をどう保
育者が支援していくか

１）調査Ⅰの結果
　①保育者と保護者の成長理解の食い違いが見られるやりとり
　　（保育者間の話し合いで出てきた会話のやりとりより）

３月の話し合いの中で出てきたやりとり（女児Kのパンツへの移行に関して）
＊保育者と保護者の思いが違う部分にアンダーラインを引いた。

［保育者Y］　
　「今日、昨日はお昼前におしっこが出なかったので、おむつがおいてあったものの、『昼間におしっこ
が出なかった』と伝える。」

［母親］　
　「家でもパンツで寝ることもあるが、お昼寝や寝る前におしっこが出ても出なくても失敗することが
あるから、つかめない。」

［保育者Y］
　「オムツがKちゃんだけというのが、本人も気にしているのではないかと思っている」

［母親］
　「私が聞いたから強がって言うのかもとも思うのですが、『パンツで寝る？』と聞いたら、オムツで寝
たいと本人が言う。」

［保育者Y］
　「オムツシートを持ってきて下されば、昼寝前でも日中でもパンツで寝たいかどうかを聞いて、寝る
と言えば、パンツで寝てもこちらはかまいません。」

［母親］
　「オムツシートはあるが、本人がはきたいっていえばはかせるが、本人が嫌だと言っている。『でも、
ねえ…』と踏ん切りがつかない。」

［保育者Y］
　「オムツだとおしっこが出てしまっていた子も、パンツで寝ると緊張か何か分からないが、失敗はあ
んまりない子どももいる。」

［母親］
　「緊張させるのはね…。そういうのはちょっと…。」
＊この保育者Yとのやり取りの翌日、母親から連絡ノートに今日からパンツにしていくという内容が
返ってくる。

　②�保育者との子どもの成長に関する共有が難しい２歳児の保護者（女児K）に対してその成長理解
をどう保育者が支援していくかに関する保育者へのインタビューより

＊保育者の思いの部分にアンダーラインを引いている。
［主任保育者K］　
　一人の保護者の方にこれを伝えたい。でも、うまく伝わらない。確かに何度これだけ先生がアタック
しても聞いてくれないのなら、難しいんじゃないか…。う～ん、でも、それで、終わりにはできないよ
ねえ。やっぱりこの子のそのことを伝えたいから。それでだめなら、こういく。こんなにやってもだめ
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なんだけれど、じゃあ、何で伝わらないのかあ…。やっぱり、こう、どこかで何かこう、分かっている
のにできないことって、自分も含めてあるし、保護者は分かっているんじゃないかなとうん、やっぱり
どこかで自分たちが、上から、こうしてください、何々してくださいって、なんか…
　まずそのお、そちらの気持ちを聞いて、どう思っているのかを聞いてみないと、こちらの思いも伝え
られないから…。うん、こちらから伝えたいんだから、こちらから攻めようというのもわかるんだけれ
ど、でも、やっぱり、う～ん、保護者だってわかっていること、だけどそれができないのはなぜなのか
は、そちら側に行ってみないと分からないこともあるから、まずちょっと話を聞いてみる、みたいなと
私は思っているっとかってみんなにこう話す。
　やっぱり伝えたい思いをなぜ伝えたいのかを、きちんとこっちが伝えられれば、保護者のかたも分
かって頂けるんじゃないかなと…。

［中堅保育者T］
　今、オムツに変えた、変えたくない。やっぱりねえ、親は失敗させたくない。でも、子どものために
変えませんか？って声をかけて、分かる人っていうのはやっぱり、子どものことを考えていて…。やっ
ぱり、いや、ちょっとうちまだ…。とか、まだ用意していませんっていうのは、やっぱり、自分たちが
メインになってしまっている、そういう意味で、分かっているんだけれど、できない人、
　時間を無駄に僕たち的にはしたくないので、お願いを早めに言っているけれども、やっぱりしない親
とかっていうのを見ちゃうと、少しね…。っていうのはあって…。
　うん、そうですねえ。あとは、そのお、パンツとかも分かっている気でいるから…。簡単に考えてい
るというか…。まだ、大丈夫ですよ…っていう感じい…。でもお、正直、早ければ早い方がいいし。う
～ん、夏が一番楽は楽なんですが、あたたかいので。一番トイレが長いので、すごい、やりやすいんで
すけれど、でもやっぱ分かっている人、でも、大丈夫ですよ３月までにという人は、なんか分かってい
るふりをしているんだな…。と思ったりとか。
　子どもを分かっている、親なんで分かっているとは思うんですけれども…。やっぱりそのお、他の
姿、第三者からみる姿って違うっとは僕は思っているので、そこが受け入れられるか受け入れられない
かですよね、
　ここはK先生がいるので、いない時に僕がたまに言うんですけれども、だからって言わない訳にはい
かないので、できる限りクラスで昼に話した内容をちゃんと理解をして、そう、ストレートに言う時も
あれば、遠まわしに言って、引き出していくっていうのも、たまにはしてますね…。

［保育者Y］
　Kちゃんのこともそうですけれど、きっとKちゃんがお母さんの、私たちが言いたいことは絶対に理
解している（んだけれどお、あのお、やっぱり、自信をもっていて、そこは曲げられないっみたいな、
のはきっとあると思うんですけれど、なんかその、そういう保護者の方には、そのお、Kちゃんが今日
もお昼の時にあのお、言ってましたよおみたいな、Kちゃんの言葉とか行動とかを踏まえて、連絡帳で
繰り返し伝えて言ったりとか、口頭で伝えて行って、まあ、少しずつ、伝わっていたり、気持ちの変化
を、変化を待つ…。ことなんですけどね…。そんなねえ、あんまり急に押しちゃうと…。やっぱり不信
感とかも出てしまうようなので、少しずつ、入っていくしかないかなあと。私なんか思いますけれど…。
　２歳っていうのもあるし、子どもが一人目でなんかきっと、どうしていいか分からないこととか、不
安な気持ちとかを…。どうしたらいいか分からないこともあると思うので…。そうですね、子どもに対
しても、その…。まずは聞いてみて、Kちゃんの親もそうですけれど…。無理に…。そのお、みんなが
やっているから一緒ではなくて、個人の一人ひとりに合わせて、ま、保護者にも合わせて、やっていく
というか、保育をしていくのが大切なのかなって

［保育者S］　
　よくお母さん、この子分かっているなあって思うのは、あるんですけど、分かり、分かっているから�
守りに入っているなあと思うのが、やっぱKちゃんちとか…。Kちゃん…。う～ん、おうちは、すごく
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Kちゃんは、１歳児クラスの時から、やっぱ、高月齢なのもあって、できることが他の子たちよりは早
くあったんですね。しゃべりも結構達者で。でも…。今、排泄面で、結構、午睡の時もパンツで寝た
いっていう気持ちがすごいあるんですけれど、今オムツをはいて寝ている時も、失敗してしまう、こ
とがあるんですよ。オムツに排泄してしまうことが。で、Kちゃんのお母さんは、すごい、あのお、K
ちゃんは、失敗とか何かするとすごいへこんでしまう。で、立ち直りが、ちょっと早くはない。切り
替えがちょっともう、すごく時間がかかる子だから、成功を、毎日続くぐらい…。この子はもう大丈夫
と思うくらいじゃないと、午睡時はパンツにしたくないという、お母さんなんですね。すごいKちゃん
の気持ちを分かって、すごい遊ぶ時間も、なんか休みの時とかも長いみたいなんですけれど…。でも、
分かりすぎて、守りに入っているなって。でも、それで、Kちゃんのことをお母さん分かっているよう
で、本当は…違うのかなって。Kちゃんは、パンツにしたいって気持ちに、が、すごく強いのに、お母
さん分かりすぎている。その…。Kちゃんのやりたいっていう気持ちに、ちょっと寄り添ってないのか
なって…。
　実際、まあ、そのお、あ、なんか伝わっているようで伝わっていないなということがあれば、ま
ず、クラス内でその、話し合い、ミーティングの話の時に言う、クラス内で私はちょっとこう言う時に
ちょっとこう思ったんですけれどって、全体に話をして、他の先生の意見とか、他の先生も違うとこ
ろ、その、保護者とのかかわりの中で見えている視点もあるので、そういう話も聞いて、みんなで話し
合ってまあ、じゃあ、こうしていこうかっていう、ことを、決めて、やってはいくんですけど…。

　この事例からは、主任保育者Kが、保育者側の気持ちよりもまずは、保護者の気持ちを聞いてみよ

う、そこからどうしていくかを考えてみようと考えているのに対して、中堅保育者Tは、保護者がメ

インではなく子どものためにどうしていきたいかを保護者が考えるべきだと批判的に見ている部分が

ある。けれども、自分の考えを押し通すのではなく、保育者間の話し合いで共通理解した形で保護者

に接していこうとしていることが見える。

　また、YとSの言動からは、保護者の不安を受け止めながら子どもの姿を伝えて、保護者に理解し

てもらえるようになることを待ちたい、どう対応していくかに関しては保育者間で話し合って方向性

を決めていくことが大切だと考えていることがわかる。

　この４人の保育者たちが、子どもの成長に関する共有が難しい保護者に対して接していく時に大切

だと考えていることとして、①園での子どもの姿を、継続的に伝えていくこと②常に丁寧に、保護者

に対して園での子どもの姿を伝えていくこと③保護者に子どもの姿を伝える時には、保育者間で話し

合った内容を皆で共有し、大切にしながら伝えていくこと、という３点が挙げられる。これは、先行

研究で示された結果と同様の結果となった。

２）調査Ⅱの結果
　①子どもの成長理解の共有をなかなか持てない保育者と保護者とのやりとり
　　（話し合い場面で出てきた会話より）

「担任保育者が捉える女児Aの母親の姿　８月」
＊保育者の母親の姿の捉え方がわかる部分にアンダーラインを引いた

［主任保育者M］
　いつも、自分一人、ロッカーと自分でワーッとやって、違うものとかあったら『先生、これ違います』
みたいなそれだけの会話で…。仕事が忙しくて一杯一杯の人なので、ゆとりがない人
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［副主任保育者S］
　「夕涼み会に来られたことがきっかけで、だんだん笑顔が増えてきた」
　「母親の姿が変わってきた（子どもの成長もあるし）」

［保育者H］
　気持ちにゆとりがない傾向だった母親が、Aちゃんがおしっこを自分からするようになったことから
その様子が変化してきた
　お母さんが他のお母さんともオープンになり、そういうきっかけを増やしていけば、お母さんも他の
お母さんと接して、そこで実はさあ、家の子がさあなんていう話しになるかもしれない。そこを目的に
したい。
「担任保育者が捉える女児Aの母親・父親の姿　９月」
［主任保育者M］
　お父さんが協力してくれないからお母さんが一杯一杯になっちゃうんですかね。

［副主任保育者S］
　あそこのおうち、なんかそこ（父親と母親の子育てに関するやりとり）がうまくいかないですよね

［保育者H］
　朝だけ（父親がかかわる部分は）ですよね。本当に。
＊新任保育者TRとR は、両日とも特にコメントはしない

　②保育者との子どもの成長に関する共有が難しい２歳児の保護者（女児A）に対して
　　その成長理解をどう保育者が支援していくかに関する保育者へのインタビューより

＊保育者の思いの部分にアンダーラインを引いている。
［主任保育者M］
　そう、周りの、その、サポートもお母さん、ない状態なんですね。お父さんともそういう感じだか
ら、お父さんもそんな協力的でないから、割とお母さん自身が行き詰っちゃうというか、いつもこう、
ロッカーに向かって必要なことだけバーっとやって、会話とかも…周りのお母さんともしないし、（咳
払い）そんな感じの方なんですけれど、だから、先生たちで極力こう、Aちゃんのことを、日常のこと
をこう、話してあげようって言って、きっとAちゃんのお母さんも、多分合う先生合わない先生、話し
やすい人とか話しにくい人とがいると思うから、せっかく５人いるんだから、誰でもいいじゃないっ
て。Aちゃんのお母さんが一番心許せる人。って感じで。割と、H先生が色々とやって下さって。H先
生に色々話しをするらしく…。そしたらなんか、それを通して、Aちゃんのお母さんの方から他のお母
さんの所に、こう、話しをいったりとか、そういうことが出てきて…。
　（なんか７月の話しの時に）そうですそうです。だから、よかったねえって。ああ、苦手だわ、この
人って敬遠してしまえばそこまでなんですけれど、変わっている人って思えばそれまでなんですけど、
ね、そこでみんなで協力してやって、どうやらなんか、Aちゃんのお母さんはH先生（笑いだす）話し
やすそうだねってことで、じゃあ、H先生、H先生お願いみたいな。（そこも連携をして）そうです。そ
うです。
　極力その、今日はAちゃん、こんなことがあったんですよという、なんでもない他愛もない話は、H
先生がこう、うん、極力こう行って、で、そのついでにちょっと…怪我しちゃったんです…。どうです
かねとか、うん、そういう感じの話もあります。今まで、私たちも、連絡することを、間違えないで伝
えなくちゃと思っていたので、で、～の提出お願いしますとか、おもらししました、怪我しました、っ
てその連絡しか、しかっていうか、結局それしか会話（必要事項ですよね）ええ、でも、やっぱり上か
らも、あの、会話を少ししたらって、うん、いうことでえ、極力そういう他愛もない会話というか、今
日、こう、こうだったんですとか、ちょっとこんなことあって可愛かったんですよみたいなことを含め
つつ、話すようにしていますね。
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［副主任保育者S］
　あのお、そのお仕事が忙しいという話は、何回も聞いてはいるんですけれども、やっぱり、Aちゃん
の、ね、保育者としてはAちゃんのことを思うと、行事とかにも参加して頂きたいし、Aちゃんと過ご
す時間をね、少しでも持って頂きたいなということがあるんです、でも、お母さんなりにはがんばって
くれているなというのも最近はすごい通じる…分かるんです。なんか、夕涼み会も全然出席できない
と思いますって最初は言っていたのが、まあ、その日は５時半ちょっとすぎ、本当に、６時近く、時間
に来れた、これて、でも、出席で、できただけでもよかったですね！ってお母さんに言うと、「そうな
んです～」みたいな「出席できてよかったです～」っていうお母さんの表情を見ると、あ、お母さん
と、なんか、小さなことでも一緒に喜びあえることが大切だなって。前までなんか、お母さん、参加し
て下さい、こうしてください、って結構、あのこっちのね、要望を、Aゃんのためにもみたいな要望を
していたんですけれど、ちょっとお母さんの目線…で、あ、よかったですね！とか、こうしたいですよ
ね！っていう、気持ちによりそうだけで、ちょっと、お母さんの表情が最近変わってきて。徐々に、そ
う、そう、そうなんです。徐々にあれ、お母さんの表情が、なんか笑顔が増えたなとか、があって、そ
の時とか…から、結構、Aがお家でこうなんです。私はこういう育て方をしたいんです…とか、結構お
母さんの思いとか…を言って下さるように（それはどういうことから）なって、なって…。なんか、一
皮むけた、んです。で、何がきっかけなんだろうって思うとお、Aちゃんのやっぱり成長なのかなと私
はちょっと思うんです。
　Aちゃん…パンツ、（保育者が受け止めたというよりも）、うん、Aちゃんが割と表情豊かになってお
しゃべりも上手になった中に、やっぱりパンツへの移行が、うん、大きかったかなって…。
　なんかそこが、Aちゃんの成長が、保護者と保育者の、一つのつながりになったかなって。だからな
んかそこが、一緒に喜べたことが、今のお母さんの笑顔にも、うん、つながってきたかなって。
　なんか、やっぱり、保護者の心を開くのって、まずは目の前にいる子どもと…一緒に過ごす中で、子
どもを通して通じるものだなって、思いましたね。
　こっちからの発信って、やっぱり、ね、その、つながりの子どもがあ、こう代わって発信してくれて
いるんだなあって。すごいそれが最近嬉しくって（笑う）

［保育者H］
　お母さんがまず心を開いてくれるためにはどうしたらいいんだろうねっていう話し合いを、あのして
たんですね。そして、しばらく経って、Aちゃんも落ち着いてきたし、職員も皆ちょっとずつ慣れてき
たので、本当、ちょっとずつなんですけれど、子どもたちのことも分かってきたし、保護者のこともだ
いぶん分かってきたので、そういう部分で色々考えて、なんかこう、きっかけっていうのを、私の中で
見つけたかったんですけど、お母さんが来た時に、Aちゃんの、なんか、褒める、褒めるというか、こ
こは今日すごかったんですよみたいなことを、チョコットお話ししたら、それにこう、乗ってきてくだ
さったんですね。でえ、家でもこうでああでって。で、そこで終わっちゃったら、多分いつもの対応と
おんなじになっちゃうなと思って…。ちょっとなんかこう、Aちゃんの話も含め、本当に他愛もないん
ですけれど、そのお、普通の話を、チョコッとなんかしたりとか、なんだろう…。
　今ならいい、大丈夫かなと思って、ちょっとお声かけていろんな話をしていたら、すごくうれしそう
に笑顔で話してくれたので、で、帰り際、あんまり他のお母さんと交流をもたずにパッと帰られる方
だったんですけれど、その日は、子どもに対しても、他の子に対しても声かけてたし、お母さんにも
声かけてたし、お母さん同士とか、なんか立ち止まって、なんとかだよねという話しをしていたので、
で、なんか…。その日に好いことが合ったというか、気分的に良かったのか分からないんですけれど、
そのあともずっとそういう感じなんです。

［新任保育者TR］
　だんだんなんか、H先生と保護者の方がなんか、会話していて、そういえばなんか、Aちゃんの、な
んでしたっけ、そうなんです。そこで、ガラっとちょっと変わって、
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　今では、本当、なんて言うんですかね、自分で、こうでこうで、最近こういうことがあったんですよ
～というのを話してくれるようになって、なんかちょっとしたことかもしれないんですけれど、お母様
もたまっていたというか、仕事で大変な思いもあって、なんかこちらでも、すぐ帰るっていうの連携っ
ていうかなんですかね、保護者の方とのかかわりが少なくて、話すことによってなんかこう、気持ちの
面で落ち着いた
　最近はなんか頑張ろうと思いますとか、Aちゃんこうでこうで、この園で楽しんでいてっていう様子
も、家族…、親子でのコミュニケーションが取れているので…。

［新任保育者R］
　Aちゃんのお母さんも表情が柔らかなくなったり…してるなあ…というふうには思って…。
　ああ、そうです…。Aちゃんちはやっぱり、あのお、お話にも出てくる…ので…。そうですね。あん
まり…。う～～～ん、でも…。私がその、対応をあんまりしたことがないっていうのももしかしたらあ
るかもしれないんですけれど、たまたま。そんなには怖いっていうふうには思わなかったんですけれ
ど。怒っているなとは思わなかったんですけれど。でも、お話しを聞いていると、やっぱり、連絡帳と
かも内容は明らかに変わっていたりしたのでよくなってきたというか、落ち着く…。最近はすごく…。

（連絡帳にも割と苦情を書かれている？）あ、苦情というか、その内容が、ちょっと失礼かもしれない
んですけれど、薄かったりとか短かったりとかしたんですけれど、最近ではその嬉しかったエピソード
を書いてくれるようになった。

　この事例からは、最初は保育者と会話をすることさえなかった保護者が、子どもの成長をきっかけ

にその姿が変わっていったこと、それをきっかけに保育者たちの間でも、今までこちら側の要求ばか

りをしていて子どもの良い面を保護者に伝えてきていなかったことに気付き、次第にそこを伝えてい

くようにしていったところ、保育者と保護者の間で互いの理解ができるようになっていった経緯が、

４人のインタビューから見えてきた。

　保護者に対してその子どもの成長理解を支援していくために大切だと、この４人の保育者が考えて

いることが、①保護者に対して、子どもの成長の姿が具体的に分かるよう伝えていくこと②子どもの

日常の姿を伝えていくこと③子どもの良い面（成長部分）を伝えていくこと、という３点であること

が分かった。

４．総合考察

　本研究は、２歳児の保護者がわが子の成長を理解し、子育てに自信が持てるように支援していくた

めに、保育者間の日常的な話し合いの中で、どのような要因が大切になるかについて、2011年１月～

３月、2011年７～９月に同じ園に参与観察に入り、その園の２歳児クラス午睡時の話し合いの時間を

通して、検討したものである。その結果、次のことが明らかになった。

（１�）２歳児の保護者は自分の子どもの成長に関してどのようなことで行きづまったり悩んだりして
いるのか

　調査Ⅰでは、話し合いの内容分析の結果とその考察から、オムツからパンツへの移行、おしゃぶ

り、お箸の使用、授乳が続いていることといった、子どもが生活面において身体的に自立していく過

程で、保護者が、そのことに関して悩み行き詰っている様子がみられた。調査Ⅰは、丁度、１～３月

という時期にあたり、乳児クラスから幼児クラスに進級する前であることもあり、保護者が特に、乳
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児クラスの子どもたちがすると考えている子どもの姿＝オムツをしている・おしゃぶり・授乳・お箸

ではなくスプーンやフォークを使って食べるといったことに関して気にしていること、その部分がま

だ続いている保護者にとっては特に気になる部分→子育ての悩みへとつながっていく部分である傾向

がみられた。

　また、調査Ⅱからは、保護者が自分の子どもが園でどのように人との関係を築いているのかを気に

していることがみえ、その性格について悩んでいることが理解できた。

　この調査Ⅰ・調査Ⅱの結果は、2006年に実施されたベネッセ次世代育成研究所のアンケートによる

調査報告書における「２歳の子どもを持つ母親が子育てにおいてどのようなことに悩んでいるのか」

という具体的な項目に挙げられているうちの３項目「トイレトレーニングの時期・やり方が分からな

い」「子どもの食事に関する悩み」「○○ちゃんの性質や性格が気になる」という部分に丁度当てはま

り、２歳児の子どもを持つ保護者にとって、子どもの生活面における習慣や行動が大きな悩みとなっ

ている本調査における話し合いの内容分析からも明らかになった。

（２�）保護者の子どもに対する成長理解を支援していくために、保育者同士がどのように日常的な子
どもの成長理解を共有しているのか

　調査Ⅰでは、子どもの成長理解に関しては保育者間で共有ができているものの、その保護者に対す

る子どもの成長理解の支援の仕方には、保育者間に考え方の違いがあることがみえてきたが、その

意見の違いをどのように共通のものとして、保護者支援へとつなげているのかという部分に関して、

個々の保育者へのインタビューをと調査Ⅰの内容の分析を照らし合わせることで、次のことが明らか

になった。

　保育者同士の中に信頼関係がある場合には、保育者間の話し合いの中で、そのクラスの中心の位置

にある主任保育者から発せられる一言によって、他の保育者たちが自分の考えをもう一度自分の中で

反芻し、その上で、他の保育者の意見に任せてみようと考えたり、自分の考えを別の角度から捉えな

おす形での省察を行うことで、同じ方向性を向き、共通認識として、子どもの成長を保護者に伝える

ことができていることがみえてきた。

　それに対して、調査Ⅱでは、保護者に対して子どもの成長理解を伝える際に、子どもの成長の捉え

方に関して違う意見が出た時には、どうしてもその話題の中心に立っている人の意見に偏る傾向があ

ることが見られた。これは、調査Ⅰが学年末の時期であるのに対し、年度の中間地点に入った時期で

あることも影響していることが伺える。

　また、個々の保育者へのインタビューから、保育者間の話し合いの中で生じている保育者同士の意

見の食い違いに関しては、保育者たちがさほど気にしていないことがみられた。この要因として、午

睡時の話し合いの時間が唯一５人がそろう時間であり、大切であると保育者たちが皆捉えてはいて

も、乳児保育経験者が少ないことから、目の前のことに対応することにまだ一生懸命な状況で、そこ

まで気持ちが回らない段階であることが予測がされた。

　調査Ⅱにおいても、調査Ⅰの主任保育者同様に、保育者自身が自分の保護者や子ども理解に対して

考える言葉を主任保育者が投げかける場面もみられたのだが、結局はその投げかけで自分自身の子ど

も理解・保護者理解を振り返ることを個々の保育者がせずに、結局、それぞれが自分の意見を押し通

す形で終わってしまっている。これは、調査Ⅱでは調査Ⅰと異なり、それぞれが意見を出し合い、話
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し合う関係性がまだ成り立っておらず、一見話し合いが成り立っているように見えるものの、話し合

いの内容分析から、一人一人の保育者それぞれが、意見の違いが見られた時、意見の違いがみられる

同士がそれぞれ自分の意見を主張し、その時の話題提供者の考えが通ってしまう傾向にあることが大

きな要因となっていることが伺える。

　調査Ⅰでは、それぞれがお互いの意見を出し合い、意見を出し合うことから自身の子どもの見方・

保護者の見方を省察できていることから、お互いが共通の意見として子どもの姿を保護者に伝えるこ

とができているのに対し、調査Ⅱのクラスでは、保育者同士の意見の食い違いがみられる場合、それ

ぞれの思いが先行してしまい、お互いに意見を聞きあうことで自分の子ども理解・保護者理解を省察

するという部分までは、まだ成立していないことがみえてきている。

　以上のことから、保育者同士が日常的な子どもの成長理解を共有していくためには、保育者間の話

し合いにおいて、それぞれが相手の意見を聞いた際、もう一度自分の考えを反芻すると共に、相手の

考え方の視点に立ってみることで自分の子ども・保護者の捉え方に関する視点が変わる、相手の見方

を認めるということにつながっていき、その成長理解を共有していくことが可能になることがみえて

きた。

（３�）保育者との子どもの成長に関する共有が難しい２歳児の保護者に対して、その成長理解をどう
支援していくか

　調査Ⅰから、子どもの成長に関する共有が難しい保護者に対して、その子どもの成長理解を支援し

ていくためには、保育者が保護者の意見を否定してしまうのではなく、園での子どもの姿を長期間に

渡ってしまったとしても、丁寧に保護者に常に伝えていくことが大切であること、園での子どもの姿

を丁寧に伝えていくためには、まず保育者たちが、保育者間の午睡時に行う日常的な話し合いを通し

て、それぞれが持つ保護者に対するかかわり方に対する考えの違いを、お互いの意見を出し合ったう

えで調整し合い、その調整を経ることで、保育者間の共通認識として話し合った内容を、保護者に伝

えるときに、皆が大切にしてくことにつながっていった。

　調査Ⅱにおいても調査Ⅰ同様に、自分の不安な気持ちが先立っていた保護者が、保育者から伝えら

れる具体的なわが子の姿を通してその成長を感じることができるにつれて、保護者の様子が変わって

いく姿が話し合いの内容分析・考察からみられた。

　また、調査Ⅱでは、まだ保育者間の話し合いの中で、お互いの考えを調整しあうまでの段階には

至ってはいないものの、保育者の意図が伝わりづらい保護者に対して、「なぜ保育者の意図が伝わら

ないのか」「保護者が保育者たちに不信感を感じてしまうのはなぜなのか」という部分に関して、保

育者間で話し合うことを通して、「もっと保護者に子どもの日常の姿を伝えていこう」「もっと子ども

のいい部分をたくさん伝えていこう」ということが強調されるようになっていき、保育者間の話し合

いによる共通理解が、保護者とのかかわりに重要な位置を占めることが明らかになった。

（４）まとめと今後の課題
　以上、調査Ⅰ、調査Ⅱで、それぞれの午睡時の保育者の日常的な話し合いの場面を分析・検討して

いくことを通して、保護者がわが子の成長を理解し子育てに自信が持てるよう支援していくために

は、保育者間の日常的な話し合いの中で「保育者たちがお互いの意見を出し合い、他の保育者の意見

を聞くことで自分自身の視点を見直してみること。そのような形での話し合いを通して、保護者に対
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し、子どもの姿を保育者たちの共通理解として伝えていくこと」が、大切な要因となることがはっき

りと示された。

　これは、「保育所保育指針　第６章　２」で述べられている「子どもの保育との密接な関連の中で、

子どもの送迎時の対応、相談や助言、連絡や通信、会合や行事など様々な機会を活用して行うこと。」

「保育所における子どもの様子や日々の保育の意図などを説明」「保護者に育児不安等が見られる場合

には保護者の希望に応じて個別の支援を行うよう努めること。」という入所している子どもの保護者

に対する支援を行っていくためには、保育者間の話し合いが重要な意味を持つこと、また、それが成

り立つためには、個々の保育者が日常的な話し合いの意味を理解し、子どもの成長の捉え方に関して

違う意見が出た場合には、その話題の中心に立っている人の意見に「子どもの姿の理解」や「保護者

への支援の仕方」が偏ってしまうのではなく、保育者たちが自分の意見を話すことでその考えを整理

していく話し合いの形をとることから保育者間の共通認識を得ていくことが大切であることが、本研

究により明らかになった。

　保育者間の話し合いの持ち方に、調査Ⅰと調査Ⅱとで違いがみられた要因に、参与観察に入る時期

が「１月から３月」「７月から９月」という全く違う時期であることが影響していることは否めない

ことから、同じ時期に違う保育者集団での保護者に対する支援に関する保育者間の日常的な話し合い

を検討しても、「（１）保育者集団により、今回のような違いがみられるのか。」「（２）もし違いがみ

られるとしたらその要因は何なのか。」「（３）今回のような短い期間ではなく、１年間という長期の

流れでみた時、どのように保育者間の話し合いを通して、保護者への支援の考えや内容が変わってく

るのか」ということを、今後の研究の課題としていきたい。

　また、今回は２歳児に関して検討を行ったが、違う年齢で検討をした場合、どのような違いがみら

れるのかに関してもみていくことで、保育者間の日常的な話し合いを通しての子育て支援の在り方を

更に探求していきたいと考える。
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